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　国立国会図書館デジタルコレク
ションには，2021年７月時点で279万
点のデジタル化資料が搭載されてい
るが，インターネット公開資料は56
万点であり，残りは国立国会図書館
やこのサービスに参加している図書
館に足を運ばなくては利用できない。
　ネット公開されないのは，著作権
など権利状況に問題ないことが確認
できていないためであるが，コロナ
禍の世相もあり，2021（令和３）年の
著作権法改正では，国立国会図書館
による絶版等資料の個人向けのイン
ターネット送信が可能となった

（2022年５月19日より実施予定）。それ自
体は大きな前進であるが，現在デジ
タルコレクションでネット公開され
ている資料のように手軽にダウン
ロードできるわけではなく，海外か
ら利用できるようになるには解決す
べき課題も多いという（文化庁ウェブ
サイト「令和３年通常国会 著作権法改正
について」）。
　そこで，ネット公開のための著作
権処理の基準を見直すことはできな
いだろうか。
　私は日本古代史を研究している
が，著作権の保護期間が満了してい
る池内宏氏の著作にネット公開され
ていないものがあったので，国立国
会図書館に問い合わせたところ，印
刷の校正と索引を作成した三上次男
氏の著作権が保護期間中であるため
との回答があった。
　後日，大学の図書館で確認すると，
索引部分や奥付に三上氏の名前はな

く，池内氏の序文の末尾に，「印刷の
校正及び索引の作成には三上次男君
を煩はさゞるを得なかった。（中略）

心からなる謝意を表する。」とあっ
た。三上氏が索引を作成したとわか
るのはこの謝辞だけであり，ここか
ら索引を三上氏の著作物と判断した
ようである。
　同様に，著作権の保護期間が満了
している常盤大定氏の著作でネット
公開されていない一冊についても照
会したところ，著作権保護期間中の
結城令聞氏の著作が含まれていると
の回答を得た。また，結城氏の著作
は論文ではなく，抜粋が掲載されて
いるだけなので，書誌情報や目次情
報に結城氏の名前を入れられないと
のことだった。
　後日，大学の図書館で確認すると，
常盤氏の論文に結城氏の論文からの
引用が15行程度掲載されていた。ま
た，上記のやりとりのなかで，著作
権処理はすべてのページを確認し
て， 著作者と著作物の洗い出しを
行っているとの回答もあった。
　問題提起したいのは，このように，
すべてのページを確認して，序文に
著者が謝辞として挙げた人名も著作
者とみなし，著者が引用した論文も
著作物とみなして，それらの保護期
間が満了していなければ，その本は
ネット公開されないという基準の見
直しである。
　著作権を軽視するつもりは全くな
い。ネット公開を前提に著作権者の
保護に慎重となる国立国会図書館の

姿勢も理解できる。また，文学・芸
術作品と学術論文では権利者の考え
も異なるが，線引きは難しい事情も
推察される。
　しかしながら， デジタルコレク
ションに収録された図書は発行から
相当年を経過しており， すべての
ページをめくり新たに著作物を探し
出す方法が，現在求められているや
り方なのかは疑問である。何より，
本を全ページめくって著作物を探す
作業には膨大な労力がかかるだろ
う。また，出版社は奥付に著作権者
を明記し，権利者保護に努めている
ことも忘れてはならない。
　上記の基準の見直しについては，
すでに国立国会図書館に伝えてい
る。これに対して，現在の運用が著
作者等の権利の保護の側面を重視
し，慎重な判断を行うものであり，
公開対象を広げる方向で見直しに着
手したところであるが，見直しには
時間がかかる，という回答をいただ
いている。
　国立国会図書館には，誠意ある回
答をいただけて感謝している。だが，

「慎重な判断」からの変更が図書館内
部の検討だけで可能となるのか不安
がある。
　蔵書のデジタル化は図書館界の共
通の課題であり，国立国会図書館の
運用基準は他の図書館においても他
人事ではない。海外の司書や研究者
の利用も念頭に， デジタルコレク
ションのインターネット公開資料を
増やす努力が図書館界の共通の目標
となればよい。
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